
岐
阜
勝
土
岐
郡
駄
知
町
に
於
け
る

不
動
川
流
域
の
隆
起
に
就
て

昭
和
七
年
七
月
八
日
の
強
雨
に
依
っ
て
東
濃
地
方
の
各
河
川
は
氾
濫
し

相
首
の
被
害
を
見
た
。
其
の
被
害
調
査
中
土
岐
郡
駄
知
町
を
貫
流
せ
る
不

動
川
沿
岸
に
長
さ
約
二

O
米
に
亙
る
降
起
箇
所
が
護
比
さ
れ
た
。
そ
こ
で

と
と
に
其
の
概
要
を
報
告
す
る
。

隆
起
部
分
は
不
動
川
の
左
岸
に
起
っ
た
も
の
で
そ
の
横
断
面
を
図
示
す

れ
ば
大
略
弐
の
如
く
で
あ
る
。

R
・
・
隆
起
部
分
は
長
さ
二

O
米
巾
約
一
・
五
米
、
S
道
路
面
か
ら

高
さ
了
二
米

r
・
・
巾
約
四
米
深
さ
ニ
米
位

0
・
・
町
よ
り
約
四
十
聞
の
高
さ
、
百
五
十
間
四
方
位
(
移
動
部
)

N
・
・
現
在
に
於
て
は
入
口
よ
り
六
十
聞
の
深
さ
あ
り
と
云
ふ
。

不
動
川
の
欣
況
本
川
は
土
岐
川
支
流
駄
知
川
の
小

支
流
で
そ
の
河
底
勾
配
川
巾
時
河
川
の
現
況
は
非
常
に

不
規
則
た
も
の
で
河
底
及
河
岸
の
浸
蝕
崩
壊
せ
ら
る
L

岐
阜
測
候
所

藤

策

回

も
の
多
く
加
ふ
る
に
一
定
の
方
針
に
採
ら
ざ
る
各
個
人
自
佳
な
護
岸
築
治

及
陶
磁
器
破
片
の
遺
棄
等
は
益
々
流
路
の
鉱
脈
を
誘
致
L
て
荒
庭
蓋
し
い

も
の
が
あ
る
ο

特
に
隆
起
個
所
は
河
川
勾
配
念
で
二
十
分
の
一
に
達
し
平
均
勾
配
三
十

五
分
の
一
に
比
し
て
格
段
の
差
遣
が
あ
り
川
中
む
特
に
大
左
な
り
荒
慶
も

一
居
茜
し
・
い
そ
の
上
隆
起
の
匝
聞
に
限
り
相
営
大
き
た
岩
石
が
多
数
河
底

に
露
出
し
て
居
る
。

失
に
隆
起
部
分
と
そ
れ
が
川
を
は
さ
ん
で
釘
し
て
居
る
製
陶
用
の
相
営

粘
性
に
主
ん
だ
土
質
で
あ
る
。
と
れ
は
山
上
に
陶
土
採
掘
用
の
孔
が
あ
る

の
で
も
わ
か
る
。
土
地
の
人
は
現
に
乙
れ
を
ネ
パ
と
よ
び
現
に
そ
と
で
仕

事
が
績
け
ら
れ
て
居
る
。

隆
起
部
分
に
接
し
て
居
る
町
の
土
質
は
普
通
の
道
路
の
如
き
黒
色
の
硬

い
土
質
で
あ
る
の

四
一
一
七



又
本
川
の
駄
知
川
の
川
底
に
は
花
山
岡
山
石
が
露
出
し
て
居
る
、
隆
起
部
分

を
含
む
と
の
粘
土
居
が
ど
の
程
度
の
深
さ
含
有
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が

そ
の
後
隆
起
箇
所
よ
り
四
阿

O
米
下
流
の
不
動
川
筋
氷
橋
縫
足
補
修
工
事

を
施
行
し
た
際
に
そ
の
橋
脚
工
事
の
結
果
河
底
上
り
二
米
下
の
居
も
左
ほ

青
色
の
向
土
で
あ
る
と
と
が
確
か
め
ら
れ
た
と
の
と
主
で
あ
る
。

一
、
現
在
附
近
で
聞
い
た
話

ぃ
U
，
丘
上
の
現
在
使
用
中
の
ネ
バ
は
入
口
約
五
十
阿
方
あ
り
。
こ
れ
は
上
越
の
如

f
l

、

〈
製
陶
用
で
二
三
百
年
前
よ
り
始
め
た
も
の
だ
そ
う
で
現
在
で
は
深
さ
六

O
伺
に
達

し
て
居
る
と
の
こ
と
で
あ
る
D

採
掘
に
従
事
す
る
老
人
の
話
で
は
孔
中
に
何
等
の
異

朕

も

匂

叫

め

な

い

と

の

事

で

あ

る

。

、

、，ノ⑨
出
水
前
後
に
於
て
河
底
に
付
、
盤
化
(
昇
降
の
)
な
い
と
い
ふ

D

の
町
と
反
封
の
東
方
圧
麓
に
は
長
さ
約
一

O
O
問
、
二

O
O
間
五
十
問
の
計
三
ケ

所
の
亀
裂
が
・
あ
り
巾
は
一
尺
乃
至
二
尺
程
度
の
も
の
が
あ
る
と
云
ふ
ロ
(
こ
れ
は
充
分

調
査
の
必
要
が
あ
る
が
今
だ
に
そ
の
機
を
得
な
れ

J

の
0
丘
と
の
中
一
肢
と
町
と
に
電
柱
が
あ
り
そ
の
間
約
二
十
五
問
出
水
隆
起
後
二
鮎

問
の
電
線
が
た
る
み
電
工
の
き
り
と
っ
た
電
線
の
長
さ
が
約
五
尺
程
度
だ
っ
た
と
一
五

ふ
。
今
ま
で
の
大
出
水
に
於
て
も
時
折
あ
っ
た
と
云
ふ
。

此
壮
一
す
に
よ
る
£
仰
の
鍾
裂
を
界
に
し
て

O
丘
が
北
西
方
に
、
と
っ
て
居
る

の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
町
は
極
く
概
略
・
な
が
ら
そ
の
移
動
量
を
示
す
。
ょ
:

く
考
へ
て
見
る
ル
」
と
の
現
象
は
先
春
後
見
せ
ら
れ
た
鐘
の
瀬
ト
ン
ネ
ル
上

の
地
、
こ
左
よ
く
似
て
居
る
の
が
認
め
ら
れ
る
が
と
の
移
動
が
出
水
時
に
限

ち
れ
て
居
る
ル
」
云
ふ
異
黙
を
見
出
す
。

四
二
八

岐
阜
燃
は
古
生
代
に
海
底
よ
り
頭
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
と
の
時
代

に
土
岐
郡
恵
那
郡
地
方
に
は
尾
張
の
瀬
戸
附
近
か
ら
信
州
に
か
け
た
一
健

の
地
左
共
に
花
山
間
岩
の
犬
建
設
が
あ
っ
た
。
と
の
た
め
に
現
在
と
の
地
方

が
日
本
で
も
有
数
友
陶
業
地
'
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ

。
る

そ
と
で
と
の
地
方
に
起
っ
た
前
述
の
現
象
も
花
山
岡
岩
の
堅
居
の
上
を
そ

の
腐
蝕
し
た
部
分
が
移
動
し
て
居
る
左
一
疋
ふ
と
左
が
考
へ
ら
れ
て
く
る
。

割
目
か
ら
山
人
っ
た
雨
水
が
充
分
に
附
者
の
間
際
に
行
き
渡
る
左
小
丘
そ
れ

向
憶
の
重
さ
左
相
営
の
強
度
を
持
っ
た
雨
の
康
一
力
に
土
っ
て
小
丘
が
徐
々

に
移
動
す
る
に
い
た
っ
た
ん
」
思
惟
せ
ら
れ
る
。
総
量
七
一
八
十
粍
の
雨
は

さ
う
珍
ら
し
く
た
い
。
ル
」
と
ろ
で
と
れ
位
の
雨
が
降
れ
ば
必
や
か
か
る
現

象
が
起
き
る
か
左
云
ふ
に
さ
う
で
は
た
い
L
C

と
ろ
を
見
孔
と
と
の
現
象
は

雨
の
照
度
に
関
係
し
て
居
る
L
C

云
ふ
事
が
わ
か
る
。

印
ち
此
の
地
方
の
小
丘
〈
O
)
の
移
動
に
際
し
で
は
降
雨
が
相
営
の
強

度
を
持
つ
L
C

一
五
ふ
と
'
ど
が
必
要
保
件
'
ど
た
っ
て
居
る
。

小
丘
の
移
動
と
い
ふ
ζ

左
が
隆
起
現
象
は
腐
蝕
し
た
移
動
性
の
部
分
が

そ
れ
之
は
別
箇
の
堅
い
土
質
に
ゆ
き
あ
た
っ
て
必
然
的
に
生
じ
た
現
象
で

あ
る
左
簡
単
に
説
明
さ
れ
る
。

隆
起
現
象
の
生
じ
た
土
岐
郡
駄
知
地
方
に
古
来
よ
り
陶
土
を
採
掘
す
る
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ま治見 ににれろ IJ'
lh '0:1 0.1 1.9 '0.3 0.6 1.1 り よ降等で丘

2 0.6 0:4， 0.5 0.4' 0.5 0.3 
差治宝 町つつがあは
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3 3.9 4.5 17.6 0:8 0.7 0.7 た現多降所 O 様
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か地治見H可 雨に出に
つより の受見 7K 禿

5 Q4 Q4 Q5' Q1 Q1 Q1 た 度強後山
6 0.0 0.0 1.5 11.8 1.2 '0.5 推主可詑雨量白 け句で

成は はら日
7 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.3 

定来出 ヨたれを寸
8 0.8 0.8 '0.0 0.0 0.0 0.0 た のた。経過 し

9 0.8 0.8 9.8 1.0 13.3 るれて計か如く 今した雨

10 6.8 16.3 ，3.5 4.0 4.0 05 かたらな同てで

11 
らる讃み るの居も
無理が と水出たい

12' 0.2 0.2 .0.2 0.0 0.1 0.1 とどE れ がは

。17 1.8 7.7 0.3 0.0 0.0 
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な時た愛況知る

いと の のも 知牒調を 銭道鍛砲

忠告で測査す沿i茸 水
ふ j態tJe あイ所民 を
。 る るにす附

に O のには
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